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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グリコピロニウム塩の吸入用乾燥粉末製剤の製造方法であって、（ａ）グリコピロニウ
ム塩を固着防止剤と混合して均一混合物を得て、（ｂ）該混合物を微粉化し、そして（ｃ
）担体粒子を混合して乾燥粉末製剤を形成する工程を含み、当該工程がグリコピロニウム
塩の安定性を改善させるものである、方法。
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【請求項２】
　固着防止剤がステアリン酸金属塩、結晶糖またはそれらの混合物である、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　固着防止剤がステアリン酸マグネシウムまたはステアリン酸カルシウムである、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　固着防止剤がアミノ酸、リン脂質または脂肪酸誘導体である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　固着防止剤がレシチンである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　担体粒子が結晶糖である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　グリコピロニウム塩が臭化グリコピロニウムである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　グリコピロニウム塩と固着防止剤を、１種、２種、３種またはそれ以上のさらなる有効
成分と共に微粉化する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　さらなる有効成分、またはその各々が、サルメテロール、インダカテロールおよびモメ
タゾンから成る群から選択される、請求項８に記載の方法。


	header
	written-amendment

